
【あいさつの輪を広げよう！～児童会あいさつ運動～】 

児童会では、「あいさつあふれる学校」にするために、毎学期「あいさつ運動」を 

実施しています。 

１月２４日（月）から毎朝、児童会役員が交代で昇降口に立ち、登校してくる児童

に「おはようございます！」と声をかけています。 

今回のあいさつ運動では「花まるあいさつ」として「相手より先に」「明るく」   

「笑顔」のあいさつを呼びかけています。 

あいさつの輪を広げて、「みんな笑顔」で３学期を過ごしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスク越しですが、「マスクの下では笑顔で！」を意識して取り組んでいます。 

きちんと目を合わせてあいさつしてくれる子が増えてきています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ運動のキーワードは「相手より先にあいさつしよう。」です。 

昇降口で児童会役員を見つけると、自分から先にあいさつする児童が増えてきま 

した。児童会役員は、毎日先にあいさつしてくれた子の数を数えていますが、その数

がどんどん増えています。昇降口では、前の日に進んであいさつをしてくれた人数を

カードに掲示して知らせています。前の日の記録を更新しようとはりきってあいさつ

をしてくる児童も出てきました。 

「前回あいさつを返してくれなかった子が今日はあいさつしてくれた！」と喜ぶ 

場面も見られました。 

児童会の「あいさつ運動」は２月４日（金）まで行う予定です。新型コロナウイ   

ルス感染拡大防止のため、様々な制約の中で学校生活を送っていますが、児童会の 

おかげで、校内に「気持ちの良いあいさつ」が響いています。 


